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海
外
大
学
の
研
究
力
の
動
向
と

日
本
へ
の
示
唆

REPORT

＊THE-リンダウ・ノーベル賞受賞者会議 研究成功度調査結果。調査時期 ： 2022年6月～7月　調査対象 ： リンダウ・ノーベル賞受賞者会議出席経験者420人。四捨五入のため合計が100％にならないものがある

　
2
0
2
2
年
10
月
、
T
H
E
世
界
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
3
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
最
新
ラ
ン
キ
ン
グ
の
動

向
か
ら
、
日
本
の
大
学
の
研
究
力
向
上

の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　
総
合
順
位
を
見
る
と
上
位
10
大
学
は

ほ
ぼ
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
【
図

表
１
】。
全
体
と
し
て
注
目
す
べ
き
は

オ
セ
ア
ニ
ア
の
台
頭
で
す
。
地
域
別
の

総
合
ス
コ
ア
平
均
で
は
オ
セ
ア
ニ
ア

（
平
均
51
・
4
）
が
北
米
（
平
均
50
・

4
）
を
上
回
り
ま
し
た
。
過
去
５
年
の

推
移
を
見
て
も
、
オ
セ
ア
ニ
ア
は
「
研

究
」
と
「
被
引
用
論
文
」
の
ス
コ
ア
を

伸
ば
し
て
い
ま
す
【
図
表
２
】。
特
に

国
策
と
し
て
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
、
も
と
も
と
国
際
性
が
高
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
、
研
究
に
つ
い
て
も
政
策

を
強
化
。
大
学
の
研
究
の
質
を
評
価
す

る
シ
ス
テ
ム
を
持
ち
、
こ
れ
を
運
営

す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
会
議
が
政

府
に
対
し
て
研
究
や
資
金
分
配
に
つ
い

て
助
言
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
成
果

が
ス
コ
ア
に
表
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
大
学
の
順
位
を
見
る
と
、

T
O
P
2
0
0
位
に
は
前
年
同
様
、
東

京
大
学
と
京
都
大
学
が
入
っ
て
い
る
も

の
の
、
共
に
順
位
を
下
げ
て
い
ま
す
。

順
位
帯
を
上
げ
た
の
は
大
阪
大
学
と
名

古
屋
大
学
の
２
大
学
で
す
【
図
表
３
】。

【
図
表
４
】
は
、
過
去
３
年
間
の
ス
コ

ア
推
移
で
特
に
研
究
系
の
ス
コ
ア
上
昇

が
め
だ
っ
た
大
学
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
も
の
で
す
。
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
大

阪
大
学
、名
古
屋
大
学
は
研
究
に
加
え
、

産
業
界
か
ら
の
収
入
で
も
大
き
な
伸
び

が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
が
総

合
順
位
の
上
昇
に
影
響
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
後
は
、
被
引
用
論
文
の
ス

コ
ア
上
昇
が
、
さ
ら
な
る
躍
進
の
鍵
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
最
新
ラ
ン
キ
ン
グ
と
同
時
に
T
H
E

か
ら
は
、
次
回
か
ら
の
評
価
指
標
の
変

国
を
挙
げ
て
研
究
の
質
向
上

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
台
頭

更
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
【
図
表
５
】。

現
行
の
指
標
の
フ
レ
ー
ム
が
で
き
た

2
0
1
1
年
か
ら
状
況
が
変
化
し
た
こ

と
に
加
え
、
近
年
、
欧
米
以
外
の
国
か

ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
増
え
て
お
り
、
よ

り
公
正
な
評
価
の
し
く
み
を
つ
く
る
狙

い
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
大
き
な
変
更
が
あ
る
の
は
「
被
引
用

論
文
」
で
す
。
全
体
の
30
％
を
占
め
る

こ
の
分
野
の
ス
コ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
論

文
の
質
を
測
る
指
標
F
W
C
I
（
大

学
全
体
の
平
均
値
）
を
ベ
ー
ス
に
算
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
結
果
、
被
引
用
数

が
突
出
し
て
多
い
論
文
が
１
本
あ
る
だ

け
で
一
気
に
数
値
が
上
が
る
特
徴
が
あ

り
、
大
学
全
体
の
研
究
力
を
表
す
指
標

と
し
て
の
妥
当
性
を
疑
問
視
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
次
回
か
ら
は
、「
F
W
C
I

の
75
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
」「
ト
ッ
プ

10
％
論
文
数
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ス
」の
３
指
標
を
設
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
10
％
を
割
り
振
り
ま
す
。

　「
F
W
C
I
の
75
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル

値
」
は
、
大
学
全
体
の
F
W
C
I
の

75
％
の
位
置
に
あ
た
る
数
値
を
見
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
特
定
の
論
文
の
影

響
を
受
け
に
く
く
な
り
ま
す
。「
ト
ッ

プ
10
％
論
文
数
」
は
世
界
的
に
被
引
用

回
数
が
多
い
上
位
10
％
に
入
る
論
文
数

を
評
価
し
ま
す
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス
」
は
引
用
先
の
論
文

の
重
要
性
を
考
慮
し
た
指
標
で
す
。
こ

れ
ら
の
変
更
に
よ
り
、
今
後
は
大
学
全

体
の
総
合
的
な
研
究
力
が
問
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
大
学
に
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
組
織
的
、
か
つ
戦
略
的
な
研
究

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
研
究
を
活
性
化
す
る
に
は
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
研
究
者
を
増
や
す
工
夫
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。「
研
究
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
評
価
す
る
人
事
制
度
を
つ
く

る
」「
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
論
文
が

掲
載
さ
れ
た
研
究
者
や
被
引
用
数
が
多

い
論
文
を
書
い
た
研
究
者
に
は
研
究
費

を
上
積
み
す
る
」「
海
外
の
意
欲
的
な

若
手
研
究
者
を
積
極
的
に
ス
カ
ウ
ト
す

る
」
な
ど
の
試
み
も
有
効
で
し
ょ
う
。

　
産
業
界
と
連
携
し
、
外
部
資
金
の
獲

得
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む
べ
き
で

す
。
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

す
る
た
め
に
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
を

採
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
若
手
研
究
者
の
育
成
も
多
く
の
大
学

が
抱
え
る
課
題
で
す
。
T
H
E
が
リ

ン
ダ
ウ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
会
議
に

参
加
し
た
若
手
研
究
者
を
対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
強
く
同
意
す
る
」

が
多
か
っ
た
回
答
（
抜
粋
）
を
紹
介
し

ま
す
【
図
表
６
】。
研
究
に
お
け
る
メ

ン
タ
ー
の
存
在
の
大
切
さ
や
、
多
様
な

研
究
者
の
研
究
へ
の
参
画
、
国
際
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
専
門
外
の
研
究
者

と
の
交
流
の
重
要
性
が
見
て
取
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
意
見
も
参
考
に
し
て
、

若
手
研
究
者
が
活
躍
で
き
る
研
究
環
境

を
整
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【図表3】日本の大学の総合順位（上位）

【図表4】研究系スコアの伸びがめだつ日本の大学

【図表6】世界の有望な若手研究者が考える研究を成功に導く要素（「強く同意する」の値が高い上位５つを抜粋） 〜
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
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＊2 Field Weighted Citation Impact。被引用数を同じ分野・出版年・文献タイプの論文の世界平均で割った数値。　＊3 民間非営利団体での資金調達を専門に行う職業
＊4 ノーベル賞受賞者が、世界各地から集った博士課程学生および若手研究者に対して、講演やディスカッション等を行う国際会議。ドイツ・リンダウで開催される。 
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